
鶴見区役所

6

26	�『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』では仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

が淀
よど

川
がわ

の治
ち

水
すい

のため〇〇堤
つつみ

を築
きず

き、〇〇屯
み や け

倉を初
はじ

めて置
お

いたとされ

ています。〇〇に入
はい

る地
ち

名
めい

は何
なん

でしょうか？※「屯
み や け

倉」とはヤマト王
おう

権
けん

の直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

のことで６世
せい

紀
き

中
なか

頃
ごろ

に全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

に置
お

かれるようになりました。

	 ①今
いま

津
づ

　　　②茨
まっ

田
た

　　　③諸
もろ

口
くち

　　　④安
やす

田
だ

27	�鶴つる

見
み

区
く

には、「中
なかの

茶
ちゃ

屋
や

」という地
ち

名
めい

がありますが、奈
な

良
ら

に続
つづ

くある街
かい

道
どう

の中
ちゅう

間
かん

点
てん

にあり、旅
たび

人
びと

をもてなそうと街
かい

道
どう

沿
ぞ

いに茶
ちゃ

屋
や

が集
あつ

まったことに由
ゆ

来
らい

していると言
い

われています。ある街
かい

道
どう

と

はどれでしょうか？

	 ①熊
くま

野
の

街
かい

道
どう

　　　②浜
はま

街
かい

道
どう

　　　③古
ふる

堤
つつみ

街
かい

道
どう

　　　④ 暗
くらがり

峠
とうげ

街
かい

道
どう

28	�鶴つる

見
み

区
く

を横
よこ

切
ぎ

る寝
ね

屋
や

川
がわ

に架
か

かる『〇〇橋』は、かつて「中
なか

の橋
はし

」と呼
よ

ばれる板
いた

橋
ばし

で昔
むかし

の旧
きゅう

下
しも

辻
つじ

村
むら

と旧
きゅう

放
はな

出
てん

村
むら

を結
むす

ぶ交
こう

通
つう

の要
かなめ

であり、京
きょう

都
と

から高
こう

野
や

山
さん

にいたる街
かい

道
どう

に使
つか

われていました。昭
しょう

和
わ

５年
ねん

（1930年
ねん

）に鋼
はがね

橋
ばし

となり、現
げん

在
ざい

の名
な

前
まえ

に改
あらた

められました。その橋
はし

の名
な

前
まえ

は何
なん

でしょうか？

	 ①寝
ね

屋
や

川
がわ

大
おお

橋
はし

　　　②放
はな

出
てん

大
おお

橋
はし

　　　③今
いま

津
づ

橋
ばし

　　　④徳
とく

庵
あん

橋
ばし

29	�鶴つる

見
み

区
く

に15の町
ちょう

名
めい

（住
じゅう

居
きょ

表
ひょう

示
じ

）があります。各
かく

町
まち

の名
めい

称
しょう

にはさまざまな由
ゆ

来
らい

がありますが、「そ

の昔
むかし

、良
りょう

質
しつ

なヨシを育
そだ

てるための『ヨシ焼
や

き』がさかんだった」ことに由
ゆ

来
らい

する町
ちょう

名
めい

はどこで

しょうか？

	 ①徳
とく

庵
あん

　　　②焼
やけ

野
の

　　　③浜
はま

　　　④諸
もろ

口
くち

30	�現げん

在
ざい

の鶴
つる

見
み

区
く

になるまでには、さまざまな村
むら

と村
むら

との合
がっ

併
ぺい

や編
へん

入
にゅう

が繰
く

り返
かえ

されました。昭
しょう

和
わ

14年
ねん

（1939年
ねん

）には諸
もろ

堤
つつみ

・古
ふる

宮
みや

村
むら

の両
りょう

村
むら

が合
あ

わさり『〇〇町』が発
ほっ

足
そく

しました。昭
しょう

和
わ

30年
ねん

（1955

年
ねん

）に『〇〇町』が城
じょう

東
とう

区
く

に編
へん

入
にゅう

、その後
ご

、分
ぶん

区
く

により鶴
つる

見
み

区
く

の一
いち

部
ぶ

となりました。『〇〇町』

に入
はい

る地
ち

名
めい

は何
なん

でしょうか？

	 ①茨
まっ

田
た

　　　②諸
もろ

口
くち

　　　③榎
えの

本
もと

　　　④放
はな

出
てん


